
①暁美会（大柿町）の県民踊「磯原恋月夜」�②アロハ・
レイ江田島支部切串こども教室（江田島町）のフラダン
ス「カナナカ」�③コーラス『カナリヤ』＆オカリナ『Andante』（大柿町）の「心の瞳」

　新型コロナウイルスの影響で、中止となっていた市
内文化協会の交流発表会が、３年ぶりにわくわくセン
ター（能美町鹿川）で開催されました。当日は26団体
が参加し、カラオケや民謡、フラダンスなど、それぞ
れの団体が日頃の練習の成果を発揮する場となりまし
た。

６
19㈰ ３年ぶりに開催、日頃の成果を発揮

第 18 回江田島市文化協会交流発表会

①① ②②

③③

　中町小５年生（18人）と鹿川小５年生（20人）が長
瀬海岸（能美町中町）でマコガレイの稚魚４千匹を放

　呉特別支援学校江能分級（能美町鹿川）で、児童生
徒が校庭で育てているオリーブで作ったオリーブオイ
ルを、市広報大使のSTU48�矢野帆夏さんに贈りました。
　寄贈式では、高等部生徒が矢野さんと交流し、高等
部３年生が、平成28年度から始まった江能分級のオ

　能美市民センター（能美町中町）で、「つながり寄席」

　本市の新規就農研修（キュウリ）を受講した大西秀
久さんの研修が修了しました。
　大西さんは、昨年８月１日から研修を開始し、１年間、
江田島町切串の研修ハウスでの圃場実習に加えて、経

７
１㈮ 市内の小学５年生が４千匹の稚魚を放流

７
11㈪ オリーブオイルを市広報大使の矢野さんに

７
10㈰ えたじまの笑顔をつなぐ落語会

８

１㈪ キュウリ研修生が研修を修了

大きく育ってね！

呉特別支援学校江能分級の生徒が栽培！

「つながり寄席」

１年間の研修期間を終えて

流しました。この放流は、漁業資源を増やす目的で日
本釣振興会広島県支部が企画・実施したものです。児
童たちは、「大きくなってね」と声をかけながら、稚魚
をやさしく海に放流しました。

リーブ栽培６年間の取り組みを発表。その後、生徒が
オリーブを題材に作成した「オリーブかるた」を一緒
に楽しみました。
　矢野さんは「まだ知らないオリーブのことをたくさ
ん学ぶことができたし、オリーブかるたも楽しかった。
多くの方に江田島市のオリーブのことを知ってもらい
たい」と話しました。

が開催され、100人が来場しました。落語に紙切り、ジャ
グリングが披露され、中でも江田島市を題材とした創
作落語に、会場は笑顔でいっぱいとなりました。

営計画の作成や農薬の知識などの座学研修を受講して
きました。
　大西さんは、「研修を受講して、キュウリが次から
次へと成っていく成長速度に非常に驚いた。将来的に、
元々働いていた解体業と農業との両立を目指していき
たい」と、抱負を述べていました。

①中町小・鹿川小５年生と日本釣振興会広島県支部の皆さん②マコガレイを放流する児童

①生徒からオリーブオイルを受け取る矢野さん㊧�②オリーブかるたで対決
③みんなで記念撮影

①橘家文蔵（真打/落語）②林家正楽（紙切り）
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▲�感謝状を受け取った吉岡さん（左から２人目）、内藤さ
ん（中央）、石田さん（右から２人目）

　市内の商業施設に現れたイノシシを協力して駆除した３人
に、江田島警察署から感謝状が贈られました。感謝状を受け
取ったのは、石田繁さん、内藤快世さん、吉岡孝浩さん。３
人は猟友会に所属し、市の有害鳥獣捕獲班に登録しています。
６月12日、同警察署が大柿町にある商業施設のごみ収集場
にイノシシが現れたとの通報を受け、駆除を要請。駆け付け
た３人が連携し、体重80㎏のイノシシを捕獲しました。

８
３㈬ 江田島警察署から３人に感謝状

イノシシを協力して駆除
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